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平
成
二
十
五
年
六
月
定
例
会

建
設
企
業
委
員
会
委
員
長
報
告

十
二
番

野
本

靖
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
か
ら
、
本
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
建
設
企
業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
諸
議
案
の
審

査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
建
設
企
業
委
員
会
決
定
報
告
書

の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
委
員
会
に
お
い
て
論
議
さ
れ
、
市
当
局
に
要
望
い
た
し
ま
し
た
主
な
る
事
項
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

初
め
に
、
議
案
第
七
十
号

訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て
（
市
営
住
宅
の
明
渡
し
及
び
滞
納
家
賃
等
支
払

請
求
）
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

訴
訟
の
相
手
方
は
、
い
ず
れ
も
市
営
住
宅
の
家
賃
等
を
長
期
に
わ
た
り
滞
納
し
、
本
市
の
再
三
に
わ

た
る
滞
納
家
賃
支
払
い
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
支
払
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
市
営
住
宅
の
明

渡
し
及
び
滞
納
家
賃
等
の
支
払
い
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
事
件
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
前
若
し
く
は
訴
訟
後
に
お
い
て
も
、
双
方
が
適
当
と
認
め
る
条
件
で
和

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
個
人
的
事
情
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
相
手
側
と
積
極
的
な
和
解
を
目

指
し
、
滞
納
家
賃
の
解
消
に
向
け
努
力
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
建
設
部
の
所
管
事
項
の
う
ち
、
浅
川
総
合
内
水
対
策
計
画
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
県
が
本
年
五
月
に
策
定
し
た
こ
の
計
画
は
、
既
往
最
大
被
害
と
な
っ
た
昭
和
五
十
八
年
九
月
の

台
風
十
号
の
洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
に
対
し
、
宅
地
部
で
の
床
上
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
排
水
機
場
の
整
備
等
の
他
、
雨
水
調
整
池
や
学
校
校
庭
貯
留
施
設
の
整
備
等
の
流
域
対
策
及
び
防

災
情
報
提
供
等
の
被
害
軽
減
対
策
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
本
市
が
流
域
対
策
と
し
て
実
施
す
る
学
校
校
庭
貯
留
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
雨
水

を
校
庭
に
た
め
る
こ
と
で
、
周
辺
地
域
へ
の
流
出
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
反
面
、
降
雨
後

の
校
庭
の
使
用
開
始
が
遅
れ
る
な
ど
学
校
関
係
者
に
不
便
を
掛
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
近
年
の
都
市
型
水
害
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
当
施
設
の
役
割
に
つ
い
て
、
教
育
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
学
校
関
係
者
へ
丁
寧

に
説
明
し
、
理
解
い
た
だ
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
雨
水
き
ょ
整
備
に
つ
い
て
は
、
実

施
に
向
け
た
計
画
見
直
し
を
早
急
に
行
い
、
局
地
的
な
浸
水
被
害
に
対
応
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し

た
。次

に
、
都
市
整
備
部
の
所
管
事
項
の
う
ち
、
長
野
駅
善
光
寺
口
駅
前
広
場
整
備
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
歩
行
者
専
用
デ
ッ
キ
や
地
下
通
路
な
ど
の
本
格
的
な
工
事
を
始
め
る
に
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当
た
り
、
現
在
、
広
場
へ
の
一
般
車
両
の
進
入
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
七
月
か
ら
は
タ
ク
シ
ー
プ
ー

ル
も
縮
小
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
駅
ビ
ル
の
既
存
建
物
の
解
体
工
事
も
順
次
始
ま

る
予
定
で
、
ま
す
ま
す
工
事
が
混
み
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
公
衆
ト
イ
レ
等
の
施
設
を
明
示
し
た
駅
周
辺
施
設
の
全
体
図
を
掲
出
す
る
な
ど
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
案
内
標
識
を
設
置
し
、
利
用
者
の
負
担
が
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま

し
た
。

次
に
、
上
下
水
道
局
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
二
点
申
し
上
げ
ま
す
。

一
点
目
は
、
下
水
道
の
長
寿
命
化
及
び
地
震
対
策
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

下
水
道
管
き
ょ
は
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
布
設
を
行
い
、
平
成
二
十
三
年
度
末
の
総
延
長
は
二
千
四

百
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
昭
和
三
十
六
年
ま
で
に
布
設
し
耐
用
年
数
五
十
年
を
超
え
た

老
朽
管
は
三
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
今
年
度
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
を
第
一
期
と
す
る
下
水
道
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
国
の
認
可
を
得
た
上
で
、
老
朽
管
の
解
消
事
業
を
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
耐
用
年
数
を
迎
え
る
昭
和
三
十
七
年
以
降
に
布
設
し
た
管
き
ょ
に
つ
い
て
も
、
順
次
、

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
七
年
度
以
降
布
設
し
た
管
き
ょ
延
長
が
二
千
百
八
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
全
体

延
長
の
九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
事
業
費
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

併
せ
て
、
管
き
ょ
の
耐
震
化
や
液
状
化
現
象
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

長
野
市
下
水
道
総
合
地
震
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
耐
震
診
断
や
対
策
工
事
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
上
水
道
の
老
朽
管
更
新
工
事
と
連
携
を

と
り
、
効
率
良
く
計
画
的
に
事
業
を
進
め
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

二
点
目
は
、
下
水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
六
月
現
在
、
遡
及
請
求
し
て
い
る
約
七
千
九
百
万
円
、
四
百
七
十
件
の
う
ち
、
約
八

割
の
方
に
納
付
の
承
諾
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
未
だ
承
諾
を
得
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、
引
き

続
き
丁
寧
に
説
明
し
、
納
付
し
て
い
た
だ
く
努
力
を
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
駅
周
辺
整
備
局
の
所
管
事
項
の
う
ち
、
長
野
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

本
事
業
は
、
平
成
五
年
九
月
の
事
業
開
始
以
来
二
十
一
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
仮
換
地
指
定
率
に
つ

い
て
は
、
今
月
末
で
八
十
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
見
込
み
で
、
順
調
に
進
展
し
て
い
る
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
今
後
二
百
七
棟
の
移
転
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
地
権
者

の
皆
さ
ん
に
対
し
、
誠
心
誠
意
対
応
す
る
と
と
も
に
、
事
業
が
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
中
、
平
成

三
十
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
、
更
な
る
事
業
の
進
展
に
努
め
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
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最
後
に
、
各
部
局
に
共
通
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。

大
型
公
共
事
業
工
事
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
入
札
不
調
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
資
材
の
高
騰
や
労
働
者
の
減
少
等
に
伴
う
労
務
単
価
の
上
昇
な
ど
の

経
済
環
境
の
急
変
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
、
多
く
の
公
共
工
事
の
入
札
を
控
え
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
変
動
要

因
を
で
き
る
だ
け
適
時
に
織
り
込
み
、
適
正
な
予
定
価
格
の
積
算
に
努
め
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。


